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特
別
記
事

　

衛
藤
安
奈
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

本
論
文
の
構
成

　

衛
藤
安
奈
君
よ
り
提
出
さ
れ
た
博
士
学
位
請
求
論
文
「
一
九
二
〇

年
代
の
中
国
労
働
運
動
の
研
究
」
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

序
章

　

一　

本
研
究
の
問
題
意
識

　

二　

先
行
研
究

　

三　

研
究
対
象
に
つ
い
て

　

四　

史
料
に
つ
い
て

　

五　

本
論
文
の
構
成

第
一
章　
「
原
子
化
し
た
社
会
」
を
め
ぐ
る
諸
理
論

　

一　

は
じ
め
に

　

二　

大
衆
社
会
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
社
会
運
動
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ

　

三　
「
原
子
化
し
た
社
会
」
を
め
ぐ
る
理
論

　

四　

お
わ
り
に

第
二
章　

中
国
に
お
け
る
各
労
働
者
集
団
の
一
般
的
傾
向

　

一　

三
つ
の
解
釈

　

二　

団
結
す
る
集
団

　

三　

ル
ー
ズ
な
集
団

　

四　

瓦
解
す
る
集
団
―
―
広
東
と
武
漢
の
中
小
商
工
業
者

第
三
章　

�

広
東
労
働
運
動
（
一
）
―
―
広
東
労
働
者
、
党
組
織
、「
工

賊
」

　

一　

広
東
労
働
運
動
を
め
ぐ
る
諸
環
境

　

二　

広
東
に
お
け
る
国
共
両
党
の
党
組
織
―
―
一
九
二
〇
年
～
一
九

二
七
年

　

三　

広
東
に
お
け
る
国
共
両
党
の
労
働
者
組
織
―
―
一
九
二
一
年
～

一
九
二
六
年

第
四
章　

広
東
労
働
運
動
（
二
）
―
―
動
員

　

一　

党
に
よ
る
労
働
者
の
動
員
（
Ⅰ
）
―
―
一
九
二
二
年

　

二　

党
に
よ
る
労
働
者
の
動
員
（
Ⅱ
）
―
―
一
九
二
四
年

　

三　

党
に
よ
る
労
働
者
の
動
員
（
Ⅲ
）
―
―
一
九
二
五
年
～
一
九
二

六
年

第
五
章　

�

上
海
労
働
運
動
（
一
）
―
―
上
海
労
働
者
、
党
組
織
、「
工

賊
」

　

一　

上
海
労
働
者
を
め
ぐ
る
諸
環
境

　

二　

上
海
に
お
け
る
国
共
両
党
の
党
組
織
―
―
一
九
二
〇
年
～
一
九

二
七
年

　

三　

上
海
に
お
け
る
国
共
両
党
の
労
働
者
組
織
―
―
一
九
二
四
年
～

一
九
二
五
年

第
六
章　

上
海
労
働
運
動
（
二
）
―
―
動
員
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一　

党
に
よ
る
労
働
者
の
動
員
（
Ⅰ
）
―
―
一
九
二
二
年

　

二　

党
に
よ
る
労
働
者
の
動
員
（
Ⅱ
）
―
―
一
九
二
五
年
二
月

　

三　

党
に
よ
る
労
働
者
の
動
員
（
Ⅲ
）
―
―
一
九
二
五
年
五
月
以
降

第
七
章　

�

武
漢
労
働
運
動
（
一
）
―
―
武
漢
労
働
者
、
党
組
織
、「
工

賊
」

　

一　

武
漢
労
働
運
動
を
め
ぐ
る
諸
環
境

　

二　

武
漢
に
お
け
る
国
共
両
党
の
党
組
織
―
―
一
九
二
〇
年
～
一
九

二
七
年

　

三　

武
漢
に
お
け
る
国
共
両
党
の
労
働
者
組
織
―
―
一
九
二
一
年
～

一
九
二
七
年

第
八
章　

武
漢
労
働
運
動
（
二
）
―
―
動
員

　

一　

党
に
よ
る
労
働
者
の
動
員
（
Ⅰ
）
―
―
一
九
二
二
年
～
一
九
二

三
年

　

二　

党
に
よ
る
労
働
者
の
動
員
（
Ⅱ
）
―
―
一
九
二
五
年
六
月

　

三　

党
に
よ
る
労
働
者
の
動
員
（
Ⅲ
）
―
―
一
九
二
六
年
～
一
九
二

七
年

終
章

　

一　

は
じ
め
に

　

二　

一
九
二
〇
年
代
の
熱
狂
的
労
働
運
動
に
関
す
る
考
察

　

三　

お
わ
り
に

本
論
文
の
概
略

　

中
国
に
お
け
る
労
働
運
動
の
歴
史
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
日

本
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
打
ち
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
研
究
領
域
で
あ
る

と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
間
、
利
用
可
能
な
資
料
が
確
実
に
増
大
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た
の
か
。
そ
れ

は
、
ひ
と
つ
に
は
、
ま
さ
に
参
照
す
べ
き
資
料
が
膨
大
と
な
っ
た
が

ゆ
え
に
、
研
究
者
た
ち
が
対
象
と
す
べ
き
期
間
と
地
域
を
限
定
し
、

政
治
的
・
社
会
的
・
経
済
的
動
態
を
濃
密
に
描
き
出
す
こ
と
に
集
中

す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
研
究
が
し
ば
し
ば

他
地
域
の
研
究
と
の
比
較
の
視
点
を
欠
い
た
ま
ま
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
は
、
研
究
者
た
ち
の
な
か
に
疑
問
が
生
じ
て
い
な
か
っ

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
代
替
的
研
究
戦
略
が
発
見
で
き
な
い
の
で
あ

る
。
だ
が
、
よ
り
根
本
的
な
理
由
は
別
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
や
が
て

中
国
に
お
け
る
社
会
主
義
の
成
立
に
導
く
英
雄
的
な
労
働
者
階
級
の

運
動
と
い
う
「
革
命
史
観
」
が
批
判
さ
れ
て
以
降
、
研
究
者
た
ち
が

そ
れ
に
代
わ
り
う
る
新
た
な
解
釈
の
枠
組
を
構
築
で
き
な
い
で
い
る

と
い
う
点
に
あ
る
。

　

衛
藤
君
の
研
究
は
、
近
年
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
の
研

究
領
域
に
、
新
た
な
問
題
意
識
と
方
法
論
を
も
っ
て
果
敢
に
挑
ん
だ

も
の
で
あ
る
。
本
研
究
の
考
察
対
象
は
、
中
国
の
労
働
運
動
が
も
っ

と
も
は
な
ば
な
し
い
展
開
を
み
せ
た
一
九
二
〇
年
代
、
と
り
わ
け
一

九
二
一
年
か
ら
一
九
二
七
年
に
至
る
時
期
の
広
東
、
上
海
、
武
漢
に

お
け
る
労
働
者
た
ち
の
運
動
で
あ
る
。
衛
藤
君
は
こ
の
時
期
の
労
働
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者
の
歴
史
を
、
政
治
的
に
目
覚
め
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
階
級
的

連
帯
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
自
己
救
済
に
立
ち
上
が
る
歴
史
（
あ
る
い

は
、
そ
の
政
治
的
反
作
用
と
し
て
の
受
難
史
）、
も
し
く
は
中
国
共

産
党
の
支
配
を
準
備
す
る
歴
史
と
し
て
描
く
の
で
は
な
い
。
本
研
究

が
一
貫
し
て
注
目
し
て
い
る
の
は
、
同
時
期
に
お
い
て
頻
繁
に
生
じ

た
社
会
的
混
乱
と
し
ば
し
ば
極
端
な
暴
力
を
伴
っ
た
「
労
働
運
動
」

の
実
態
、
お
よ
び
こ
う
し
た
状
況
が
、
い
か
に
労
働
者
た
ち
と
革
命

勢
力
と
の
相
互
作
用
の
な
か
で
生
み
出
さ
れ
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
衛
藤
君
は
当
時
の
労
働
者
た

ち
が
抱
え
て
い
た
社
会
的
・
経
済
的
・
文
化
的
諸
条
件
と
、
革
命
勢

力
に
よ
る
政
治
的
動
員
が
交
錯
す
る
地
点
に
観
測
台
を
設
け
、
か
つ

社
会
心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
。
彼
女
が
観
察
結
果
を
解

釈
す
る
際
に
手
が
か
り
と
し
た
の
は
、
Ｗ
・
コ
ー
ン
ハ
ウ
ザ
ー
ら
の

大
衆
社
会
論
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
金
融
市
場
の
崩
壊
に
端
を
発

す
る
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
な
秩
序
崩
壊
の
な
か
で
、「
原
子

化
」
さ
れ
た
人
々
が
、
革
命
勢
力
に
よ
る
動
員
に
直
面
し
た
際
の
爆

発
的
な
反
応
と
し
て
労
働
者
た
ち
の
熱
狂
と
暴
力
を
描
い
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
本
研
究
は
「
労
働
運
動
」
を
扱
い
な
が
ら
、

従
来
の
中
国
労
働
運
動
史
と
は
全
く
異
な
る
色
彩
を
帯
び
た
も
の
と

し
て
運
動
と
社
会
の
実
態
を
描
き
出
し
て
い
る
。

各
章
の
概
要

　

序
章
に
お
い
て
衛
藤
君
は
研
究
史
を
整
理
し
、
本
研
究
の
目
的
が
、

暴
力
的
強
制
、
私
的
利
益
の
追
求
、
社
会
的
混
乱
な
ど
に
よ
っ
て
特

徴
づ
け
ら
れ
る
一
九
二
〇
年
代
の
中
国
労
働
運
動
の
実
態
を
解
明
し
、

中
国
の
政
治
と
社
会
を
め
ぐ
る
難
問
の
ひ
と
つ
で
あ
る
暴
力
を
伴
う

熱
狂
と
い
う
社
会
現
象
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
、
そ
の
政
治
的
意
味

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

衛
藤
君
に
よ
る
先
行
研
究
の
概
観
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
〇
年
代
の

中
国
労
働
運
動
史
は
、
ま
ず
革
命
史
と
い
う
形
で
（
共
産
党
と
国
民

党
双
方
の
）
中
国
人
革
命
党
員
の
手
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
た
。
政
治

的
理
由
か
ら
、
中
華
人
民
共
和
国
で
は
今
な
お
、
こ
の
よ
う
な
革
命

史
の
枠
組
か
ら
完
全
に
自
由
な
労
働
運
動
史
を
書
く
こ
と
は
難
し
い
。

一
方
、
戦
後
日
本
の
中
国
労
働
運
動
史
の
研
究
の
多
く
は
、
中
国
労

働
運
動
に
体
現
さ
れ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
た
民
主
主
義
の
理
想
に
共

感
し
、
日
本
に
も
同
様
の
運
動
が
起
こ
る
と
想
定
す
る
立
場
に
立
つ

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
終
戦
直
後
か
ら
一
九
六
〇
年
代
ま
で
、

日
本
の
中
国
労
働
運
動
史
研
究
は
中
国
共
産
党
の
革
命
史
を
そ
の
ま

ま
受
容
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
、

文
化
大
革
命
の
惨
状
が
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
か

に
し
て
中
国
共
産
党
の
言
説
か
ら
距
離
を
取
る
か
が
、
中
国
労
働
運

動
史
研
究
に
と
っ
て
の
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
。
そ
し
て
、
中
国
で
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改
革
開
放
が
始
ま
り
、
一
九
九
一
年
に
ソ
連
が
崩
壊
す
る
と
、
中
国

労
働
運
動
史
の
根
幹
に
あ
っ
た
物
語
自
体
が
失
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
日
本
に
お
け

る
中
国
労
働
運
動
史
研
究
は
消
滅
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

英
語
圏
に
お
け
る
中
国
労
働
運
動
史
研
究
の
古
典
的
著
作
は
、
フ

ラ
ン
ス
人
研
究
者
Ｊ
・
シ
ェ
ノ
ー
（J. Chesneaux

） 

に
よ
るT

he 
Chinese Labor M

ovem
ent 1919‒1927

（
一
九
六
八
年
に
英
語

版
刊
行
）
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
中
国
労
働
運
動
史
研
究
の
中
心
地

は
ア
メ
リ
カ
へ
と
移
っ
た
。
労
働
運
動
史
研
究
に
新
し
い
潮
流
を
拓

い
た
ニ
ュ
ー
・
レ
ー
バ
ー
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
（N

ew
 Labor 

H
istory

）
と
呼
ば
れ
る
学
派
の
な
か
か
ら
、
新
た
な
中
国
労
働
運

動
史
研
究
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
同
学
派
に
は
、
労
働
者
の
主

体
性
に
着
目
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
こ
の
学
派
の
流
れ
を
汲
む

ア
メ
リ
カ
の
中
国
労
働
運
動
史
研
究
も
ま
た
、
中
国
共
産
党
の
正
統

革
命
史
か
ら
は
こ
ぼ
れ
落
ち
る
傾
向
の
あ
っ
た
労
働
運
動
や
人
々
の

動
向
に
注
目
し
た
。

　

し
か
し
、
以
上
の
先
行
研
究
は
革
命
史
の
生
産
に
収
斂
す
る
姿
勢

を
脱
せ
ず
、
運
動
の
水
面
下
で
進
行
し
て
い
た
各
種
の
混
乱
や
暴
力

の
問
題
を
軽
視
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
衛
藤
君
は
指
摘
す
る
。
中
国

労
働
運
動
史
の
隣
接
領
域
で
あ
る
農
民
運
動
お
よ
び
商
民
運
動
に
関

す
る
近
年
の
研
究
は
、
い
ず
れ
も
当
時
の
運
動
が
い
か
に
混
乱
し
、

暴
力
に
満
ち
て
い
た
か
を
語
っ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
中
国

労
働
運
動
の
実
態
と
そ
れ
が
政
治
秩
序
の
形
成
に
対
し
て
も
た
ら
し

た
影
響
に
つ
い
て
も
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

衛
藤
君
が
考
察
の
対
象
地
域
を
広
東
、
上
海
、
武
漢
と
し
た
の
は
、

少
な
く
と
も
記
録
に
残
さ
れ
た
限
り
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
三
地
域
に

お
い
て
上
記
の
よ
う
な
混
乱
が
も
っ
と
も
大
規
模
か
つ
顕
著
に
出
現

し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
共
産
党
と
国
民
党

に
よ
る
労
働
者
の
動
員
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
場
所
で
も
あ
っ

た
。
か
く
し
て
、
こ
の
研
究
の
対
象
時
期
は
、
中
国
共
産
党
組
織
が

本
格
的
に
活
動
を
始
め
た
一
九
二
一
年
か
ら
、
同
党
が
国
民
党
に

よ
っ
て
都
市
を
追
わ
れ
た
一
九
二
七
年
ま
で
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

第
一
章
に
お
い
て
は
、
衛
藤
君
が
依
拠
す
る
理
論
的
枠
組
が
整
理

さ
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
・
レ
ー
バ
ー
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
学
派
は
、
研
究

史
的
に
み
る
と
社
会
運
動
論
の
系
譜
を
引
い
て
い
る
が
、
本
研
究
の

基
本
的
発
想
は
、
一
般
的
に
は
社
会
運
動
論
と
対
立
す
る
傾
向
に
あ

る
大
衆
社
会
論
に
依
拠
す
る
。

　

大
衆
社
会
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
社
会
運
動
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
最

大
の
相
違
点
は
、
前
者
が
「
民
衆
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
公
正
な
政
治
を

歪
め
る
事
態
」
を
直
視
す
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
「
人
々
の
連
帯

が
政
治
を
改
善
す
る
力
」
に
な
る
と
み
な
す
点
に
あ
る
。
衛
藤
君
に
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よ
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
と
も
に
人
間
の
政
治
的
可
能

性
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
二
〇
年
代
の
中
国
労
働
運
動
に

ひ
そ
む
暴
力
的
強
制
の
諸
側
面
は
、
社
会
運
動
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で

は
捉
え
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
大
衆
社
会
論
の
提
示
す
る
「
原
子

化
し
た
社
会
」
に
関
わ
る
知
見
が
役
立
つ
と
い
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
主
張
し
た
後
に
、
衛
藤
君
は
「
原
子
化
し
た
社

会
」
に
関
わ
る
四
つ
の
次
元
、
す
な
わ
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
レ
ベ
ル
、

中
間
団
体
レ
ベ
ル
、
政
治
レ
ベ
ル
、
そ
し
て
言
説
レ
ベ
ル
の
各
々
に

つ
い
て
、
大
衆
社
会
論
が
与
え
る
説
明
を
整
理
し
て
い
る
。
第
一
に
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
に
成
立
す

る
「
親
分
―
子
分
関
係
」
は
、
上
―
下
、
支
配
―
服
従
、
忠
誠
―
反

逆
、
崇
拝
―
侮
蔑
と
い
っ
た
極
端
な
対
立
軸
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら

れ
る
と
い
う
。
こ
の
人
間
関
係
は
、
規
範
も
制
度
も
乏
し
い
流
動
的

社
会
に
お
い
て
、
不
確
実
性
を
防
ぐ
た
め
に
発
達
す
る
人
間
関
係
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
、
相
互
不
信
を
根
底
に
抱
え
て
お
り
、
外
部
世
界

に
対
し
て
閉
鎖
的
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
上
記
の
よ
う
な
「
親
分
―
子
分
関
係
」
に
よ
っ
て
基
礎

づ
け
ら
れ
る
中
間
団
体
は
、
他
の
中
間
団
体
と
ゼ
ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム
を

展
開
す
る
こ
と
に
熱
中
し
、
ま
す
ま
す
「
原
子
化
し
た
集
団
」
に
な

る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
対
話
可
能
性
を
欠
落
さ
せ
た

中
間
集
団
が
数
多
く
出
現
す
る
こ
と
は
、
社
会
全
体
を
、
多
様
性
を

前
提
と
す
る
民
主
主
義
か
ら
遠
ざ
け
て
し
ま
う
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　

第
三
に
、「
原
子
化
し
た
中
間
団
体
」
が
生
み
出
す
政
治
は
公
的

な
も
の
と
無
関
係
で
、
そ
こ
で
の
「
政
治
化
」
と
は
人
々
が
政
治
的

社
会
的
問
題
を
改
善
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、

「
あ
る
問
題
が
政
治
闘
争
に
利
用
さ
れ
る
状
態
」
を
指
す
。
つ
ま
り
、

こ
こ
で
は
、
政
治
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
意
思
は
、「
そ
の
ま
ま
私
的

利
益
を
求
め
る
利
己
的
な
も
の
と
見
な
さ
れ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
言
説
レ
ベ
ル
で
は
、「
敵
」
を
設
定
す
る
「
正
義
」
の
言

説
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
種
の
「
正
義
」
の
言
説
は
、
そ
の
方
向
性

次
第
で
は
、
社
会
的
承
認
の
追
求
と
私
的
利
益
の
追
求
と
の
共
生
関

係
を
生
み
出
す
こ
と
を
可
能
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
原
子
化
し
た

中
間
団
体
」
に
対
し
、
彼
ら
の
利
益
に
沿
う
形
で
「
敵
」
を
設
定
す

る
「
正
義
」
の
言
説
が
与
え
ら
れ
る
と
、
爆
発
的
に
私
的
暴
力
が
拡

大
す
る
と
い
う
。

　

第
二
章
で
は
、
主
要
な
労
働
者
集
団
の
性
格
と
集
団
内
部
の
人
間

関
係
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
主
要
な
労
働
者
集
団
と
は
、
広
東
人
機

械
工
、
広
東
人
海
員
、
長
江
沿
岸
の
港
湾
労
働
者
、
鉄
道
労
働
者
、

租
界
サ
ー
ビ
ス
業
労
働
者
、
外
資
系
工
場
労
働
者
、
広
東
と
武
漢
の

中
小
商
工
業
者
で
あ
る
。

　

労
働
運
動
史
の
領
域
に
お
い
て
は
、
運
動
発
生
要
因
に
関
し
、
大
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き
く
分
け
て
三
つ
の
解
釈
が
行
わ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
貧
し
さ

ゆ
え
に
人
々
は
立
ち
上
が
っ
た
と
す
る
解
釈
、
団
結
し
て
戦
う
術
を

伝
統
的
文
化
の
う
ち
に
培
っ
て
き
た
労
働
者
集
団
が
立
ち
上
が
っ
た

と
す
る
解
釈
、
そ
し
て
運
動
の
理
念
が
広
範
な
社
会
層
の
不
満
を
よ

く
汲
み
上
げ
た
た
め
に
運
動
が
発
生
し
た
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。

　

だ
が
、
衛
藤
君
が
み
る
と
こ
ろ
、
労
働
運
動
に
積
極
的
に
参
加
し

た
人
々
は
、
必
ず
し
も
最
貧
の
人
々
で
は
な
く
、
経
済
的
に
は
比
較

的
余
裕
が
あ
っ
た
工
頭
と
呼
ば
れ
る
人
々
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
運
動

に
熱
狂
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
下
層
社
会
の
人
々
は
、
都
市
へ
流
入
し

た
農
村
出
身
者
の
な
か
で
も
農
村
社
会
と
の
絆
が
と
り
わ
け
希
薄
化

し
た
人
々
、
し
た
が
っ
て
伝
統
的
文
化
の
直
接
の
継
承
者
と
は
想
定

し
に
く
い
人
々
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
運
動
を
牽
引
し
て
い
た
社
会

集
団
は
、
数
量
的
に
い
え
ば
決
し
て
社
会
の
多
数
派
を
形
成
す
る

人
々
で
は
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
衛
藤
君
は
、
運
動
の
発
生
要
因
を
上
記
の
三
解
釈
で
は
な

く
、
各
集
団
が
備
え
る
集
団
と
し
て
の
性
格
に
求
め
る
。
す
な
わ
ち
、

広
東
人
機
械
工
、
広
東
人
海
員
、
長
江
沿
岸
の
港
湾
労
働
者
、
鉄
道

労
働
者
の
集
団
に
は
、
外
敵
と
戦
う
戦
闘
集
団
と
し
て
の
性
格
、
集

団
内
部
の
上
位
者
が
下
位
者
か
ら
搾
取
す
る
収
奪
集
団
と
し
て
の
性

格
、
さ
ら
に
請
負
業
者
が
会
社
と
の
契
約
に
基
づ
き
労
働
者
を
供

給
・
管
理
す
る
労
務
管
理
団
体
と
し
て
の
性
格
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
集
団
は
「
親
分
―
子
分
関
係
」
を
基
礎

と
す
る
「
純
粋
な
男
性
共
同
体
」
で
あ
り
、
外
部
と
の
対
話
性
も
欠

落
し
て
い
た
と
い
う
。

　

一
方
、
運
動
に
消
極
的
で
あ
っ
た
集
団
と
し
て
は
、
租
界
サ
ー
ビ

ス
業
労
働
者
や
外
資
系
工
場
労
働
者
を
見
出
せ
る
と
い
う
。
前
者
に

は
、
雇
い
主
た
る
外
国
人
の
言
語
・
文
化
に
精
通
し
た
特
殊
技
能
労

働
者
と
し
て
の
側
面
が
あ
り
、
ま
た
彼
ら
の
雇
用
主
は
外
国
人
で
あ

る
が
ゆ
え
に
、
中
国
社
会
に
自
生
す
る
濃
厚
な
「
親
分
―
子
分
関

係
」
の
支
配
か
ら
比
較
的
自
由
で
あ
っ
た
。
だ
が
他
方
で
、
そ
の
団

結
力
、
自
衛
能
力
は
低
く
、
外
部
か
ら
容
易
に
動
員
さ
れ
る
傾
向
が

あ
っ
た
。
一
方
、
後
者
は
、
濃
厚
な
「
親
分
―
子
分
関
係
」
に
支
配

さ
れ
て
は
い
た
が
、
港
湾
労
働
者
な
ど
も
っ
と
も
戦
闘
的
な
集
団
と

比
較
す
る
と
ル
ー
ズ
な
集
団
で
あ
り
、
外
部
か
ら
動
員
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
い
と
い
う
。

　

最
後
に
、
広
東
と
武
漢
の
中
小
商
工
業
者
団
体
に
所
属
す
る
店
員

と
労
働
者
に
つ
い
て
、
彼
ら
が
本
来
的
に
は
熱
狂
的
運
動
に
対
し
て

消
極
的
な
人
々
で
あ
る
と
想
定
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
積

極
的
参
加
者
と
し
て
姿
を
現
す
こ
と
に
な
っ
た
の
か
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
各
中
小
商
工
業
者
の
工
場
、
店
舗
に
雇
わ
れ
て
い

る
彼
ら
に
与
え
ら
れ
る
給
料
が
不
十
分
で
あ
り
、
下
位
者
か
ら
の
中

間
搾
取
や
店
の
名
義
を
用
い
た
私
的
商
売
に
よ
っ
て
収
入
を
補
う
こ
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と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
ら
の
立
場
が
一
年
契

約
を
繰
り
返
す
不
安
定
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。
政

治
勢
力
の
動
員
に
よ
る
労
働
運
動
が
地
域
の
経
済
を
損
な
う
と
、
倒

産
の
危
機
に
直
面
し
た
中
小
商
工
業
者
は
店
員
を
解
雇
し
よ
う
と
し
、

失
業
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
店
員
は
、
熱
狂
的
な
運
動
の
支
持
者
へ

と
転
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

第
三
章
で
は
、
広
東
の
労
働
運
動
を
め
ぐ
る
諸
環
境
が
検
討
さ
れ

た
後
、
現
地
に
お
け
る
国
共
両
党
の
労
働
者
組
織
で
あ
る
広
東
人
海

員
組
織
、
広
東
総
工
会
、
広
東
工
会
連
合
会
、
広
州
工
人
代
表
会
、

沙
面
ス
ト
ラ
イ
キ
委
員
会
、
省
港
罷
工
委
員
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立

経
緯
や
組
織
の
成
員
の
社
会
的
背
景
が
語
ら
れ
て
い
る
。
衛
藤
君
は
、

ま
ず
広
東
に
お
い
て
は
「
強
壮
な
成
人
男
性
」
を
主
体
と
す
る
流
動

人
口
が
多
く
、
そ
の
一
部
が
海
外
に
展
開
し
、
海
員
集
団
を
形
成
し

て
い
た
こ
と
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
人
々
を
洪
門
と
呼
ば
れ
る
「
親
分

―
子
分
関
係
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
支
配
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。

　

次
に
衛
藤
君
は
、
の
ち
に
中
国
共
産
党
か
ら
「
工
賊
」（
裏
切
り

者
労
働
者
を
意
味
す
る
政
治
的
レ
ッ
テ
ル
）
あ
る
い
は
国
民
党
右
派

な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
人
々
、
と
り
わ
け
国
民
党
の
広
州

市
特
別
市
党
部
に
結
集
し
た
人
々
、
な
ら
び
に
労
働
者
動
員
組
織
に

お
い
て
は
広
東
機
器
工
会
や
広
東
総
工
会
に
結
集
し
た
人
々
の
党
派

的
背
景
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
後
者
は
と
く
に
馬
超
俊
、
黄
煥
庭

と
い
っ
た
広
東
人
機
械
工
出
身
の
国
民
党
員
（
衛
藤
君
は
彼
ら
を
広

東
機
器
工
会
派
と
呼
ぶ
）
が
指
導
権
を
握
っ
て
お
り
、
最
終
的
に
は

共
産
党
系
の
労
働
者
動
員
組
織
と
武
力
紛
争
を
展
開
す
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
衛
藤
君
は
、
国
共
両
党
が
形
成
し
た
労
働
者
動
員
組
織
の

協
力
・
対
立
関
係
を
詳
細
に
分
析
し
、
労
働
者
の
動
員
を
め
ぐ
っ
て

共
産
党
と
対
立
し
た
広
東
機
器
工
会
派
の
動
き
と
、
同
党
の
動
員
に

応
じ
た
労
働
者
集
団
の
背
景
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
衛
藤
君
に
よ

れ
ば
、
一
九
二
五
年
五
月
に
共
産
党
が
開
催
を
呼
び
か
け
た
第
二
次

全
国
労
働
大
会
に
お
い
て
「
工
賊
」
と
さ
れ
た
人
々
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
広
東
、
武
漢
、
上
海
の
三
地
域
に
お
い
て
、
共
産
党
と
の
協

力
を
拒
み
、
広
東
機
器
工
会
派
と
何
ら
か
の
形
で
関
わ
り
を
も
っ
た

人
々
で
あ
っ
た
。
一
方
、
同
党
の
動
員
に
積
極
的
に
応
じ
た
の
は
、

搾
油
機
の
導
入
に
よ
っ
て
失
業
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
搾
油
労
働
者

の
集
団
の
頭
目
な
ど
、
そ
の
社
会
的
地
位
が
揺
ら
い
で
い
る
労
働
者

で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

第
四
章
で
は
、
国
民
党
と
共
産
党
に
よ
る
広
東
労
働
者
の
動
員
の

様
子
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
衛
藤
君
は
ま
ず
一
九
二
二
年
の
香
港
海

員
ス
ト
ラ
イ
キ
の
積
極
的
参
加
者
が
、
競
合
相
手
に
仕
事
を
奪
わ
れ

か
け
て
い
る
海
員
工
頭
（
海
員
宿
舎
の
経
営
者
）
や
、
自
ら
の
社
会
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的
地
位
の
上
昇
を
狙
う
工
頭
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

一
方
、
運
動
に
対
し
て
消
極
的
態
度
を
示
し
て
い
た
人
々
は
、
と
く

に
租
界
サ
ー
ビ
ス
業
労
働
者
で
あ
り
、
彼
ら
に
対
し
て
は
、
殺
人
、

脅
迫
な
ど
の
手
段
で
強
制
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
参
加
要
請
が
行
わ
れ
て

い
た
と
い
う
。
衛
藤
君
に
よ
れ
ば
、
ス
ト
ラ
イ
キ
は
社
会
の
最
貧
困

層
に
大
き
な
負
担
を
強
い
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
結
果
は
成
功
で

あ
っ
た
と
関
係
者
に
認
識
さ
れ
た
め
、
香
港
海
員
ス
ト
ラ
イ
キ
は
こ

れ
以
降
、
共
産
党
の
ス
ト
ラ
イ
キ
戦
略
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
で

あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
一
九
二
四
年
の
沙
面
ス
ト
ラ
イ
キ
の
中
核
と
な
っ
た
の

が
青
年
サ
ー
ビ
ス
業
労
働
者
と
失
業
海
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
衛
藤
君
の
み
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
積
極
的
参
加
者
の
態

度
に
は
、
Ｅ
・
フ
ロ
ム
が
指
摘
し
た
「
権
威
主
義
的
態
度
」
に
通
じ

る
要
素
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
彼
ら
は
一
方
で
権
威
を
た
た
え
、

こ
れ
に
服
従
し
よ
う
と
す
る
が
、
他
方
で
は
自
ら
権
威
に
な
り
、
他

者
を
服
従
さ
せ
よ
う
と
す
る
態
度
を
示
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
衛
藤
君
は
、
一
九
二
五
年
か
ら
翌
年
ま
で
続
い
た
省
港
ス

ト
ラ
イ
キ
は
、
時
間
と
と
も
に
そ
の
性
格
を
変
え
た
複
雑
な
性
格
を

も
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
労
働
者
を
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
さ
せ
る

た
め
に
、
脅
迫
や
殺
害
と
い
っ
た
「
圧
力
」
が
か
け
ら
れ
た
こ
と
、

さ
ら
に
、
ス
ト
ラ
イ
キ
が
失
業
者
を
養
う
運
動
と
い
う
側
面
を
帯
び

て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
広
東
国
民
政
府
関
係
者
が
ス
ト
ラ
イ
キ

収
束
に
苦
労
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
初
期
の
積
極
的
参

加
者
と
し
て
現
れ
る
の
は
、
社
会
的
地
位
の
上
昇
を
狙
う
香
港
下
層

社
会
の
手
工
業
者
・
飲
食
業
者
の
頭
目
で
あ
る
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
が

進
展
す
る
と
、
香
港
を
中
心
と
し
て
発
達
し
た
水
上
運
輸
業
の
関
係

者
も
ま
た
一
斉
に
失
業
し
、
少
な
い
市
場
の
パ
イ
を
奪
い
合
う
港
湾

労
働
者
同
士
の
武
力
紛
争
は
深
刻
さ
を
増
し
た
。
さ
ら
に
、
長
期
化

し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
が
中
国
の
伝
統
的
な
契
約
更
新
時
期
に
あ
た
る
旧

正
月
を
ま
た
ぐ
と
、
不
況
に
陥
っ
た
広
東
の
中
小
商
工
業
者
が
店
員

や
労
働
者
を
解
雇
す
る
動
き
が
相
次
ぎ
、
失
業
者
が
増
加
し
た
。
す

る
と
、
失
職
し
た
店
員
・
職
人
が
、
運
動
に
対
す
る
積
極
的
参
加
者

へ
と
転
じ
、
暴
力
を
伴
う
混
乱
が
さ
ら
に
深
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
以
上
の
よ
う
に
変
質
し
て
し
ま
っ
た

ス
ト
ラ
イ
キ
を
解
除
す
る
に
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
労
働
者
や
糾
察
隊
員

に
対
す
る
「
解
散
費
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、「
解
散

費
」
な
く
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
解
除
す
れ
ば
、
労
働
者
や
糾
察
隊
員

が
敵
側
に
寝
返
る
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
省

港
ス
ト
ラ
イ
キ
の
終
了
が
正
式
に
宣
言
さ
れ
て
も
、
労
働
者
の
集
団

は
、
一
九
二
七
年
一
〇
月
、
国
民
党
左
派
の
領
袖
で
あ
っ
た
汪
精
衛

に
よ
っ
て
強
制
的
に
解
散
さ
せ
ら
れ
る
ま
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を
継
続
し

た
の
で
あ
っ
た
。
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第
五
章
に
お
い
て
は
上
海
に
お
け
る
労
働
運
動
を
め
ぐ
る
諸
環
境

が
述
べ
ら
れ
、
次
に
上
海
に
お
け
る
国
共
両
党
の
党
組
織
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
上
海
に
お
け
る
国
共
両
党
の
労
働
者
組
織
と

し
て
、
滬
西
工
友
倶
楽
部
、
工
商
学
連
合
会
と
上
海
総
工
会
、
上
海

工
団
連
合
会
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
経
緯
や
組
織
の

成
員
の
社
会
的
背
景
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

衛
藤
君
は
ま
ず
、
低
技
能
の
上
海
労
働
者
の
二
つ
の
類
型
を
指
摘

し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
江
北
出
身
の
女
性
た
ち
か
ら
な
る
工
場
労

働
者
、
も
う
ひ
と
つ
は
江
北
の
男
性
た
ち
な
ら
び
に
そ
の
他
の
地
域

か
ら
流
入
す
る
男
性
た
ち
か
ら
構
成
さ
れ
る
、
人
力
車
夫
や
港
湾
労

働
者
な
ど
の
各
種
肉
体
労
働
者
層
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
々
は
、
青

幇
と
呼
ば
れ
る
「
親
分
―
子
分
関
係
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て

支
配
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

一
九
二
〇
年
代
半
ば
の
上
海
に
お
い
て
は
、
奉
天
軍
閥
に
よ
っ
て

構
築
さ
れ
た
権
力
秩
序
が
江
浙
戦
争
に
よ
っ
て
動
揺
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
た
。
共
産
党
に
よ
る
労
働
者
の
動
員
は
、
そ
の
よ
う
な
権
力

秩
序
の
動
揺
に
乗
じ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
国
民
党
上

海
執
行
部
、
な
ら
び
に
共
産
党
に
対
抗
す
る
広
東
機
器
工
会
派
が
設

立
に
関
与
し
た
孫
文
主
義
学
会
や
西
山
会
議
派
な
ど
の
反
共
組
織
も

ま
た
労
働
者
の
動
員
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
本
章
で
は
、
上

海
労
働
者
の
組
織
化
と
動
員
が
、
こ
の
よ
う
な
革
命
党
同
士
の
指
導

権
争
い
の
な
か
で
進
め
ら
れ
た
過
程
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
衛

藤
君
に
よ
れ
ば
、
上
海
総
工
会
は
、
共
産
党
が
広
東
機
器
工
会
派
の

上
海
工
団
連
合
会
に
対
抗
す
る
た
め
に
組
織
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た

共
産
党
の
動
員
組
織
で
あ
る
滬
西
工
友
倶
楽
部
は
、
失
業
の
危
機
に

直
面
し
た
紡
績
工
場
の
工
頭
の
連
合
組
織
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
工
頭
の
な
か
に
は
上
海
の
ヤ
ク
ザ
組
織
と
密
接
な

関
係
を
も
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
人
物
も
含
ま
れ
て
お
り
、
彼
ら

こ
そ
が
一
九
二
五
年
二
月
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
お
け
る
暴
力
的
動
員
に

お
い
て
も
っ
と
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
衛
藤
君
は
、
従
来
青
幇
の
ゴ
ロ
ツ
キ
団
体
と
の
政
治
的

レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
き
た
上
海
工
団
連
合
会
に
関
し
て
、
そ
の
指

導
者
層
の
背
景
に
つ
い
て
分
析
し
、
同
会
が
湖
南
労
工
会
系
の
指
導

者
と
湖
北
全
省
工
団
連
合
会
系
の
指
導
者
を
取
り
込
ん
だ
有
力
団
体

で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
団
体
は
、
上
海
総
工

会
と
の
指
導
権
争
い
の
過
程
に
お
い
て
次
第
に
弱
体
化
し
、
暴
力
へ

訴
え
る
傾
向
を
強
め
た
と
い
う
。

　

第
六
章
で
は
、
中
国
共
産
党
に
よ
る
上
海
労
働
者
の
動
員
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。
一
九
二
二
年
の
動
員
は
、
寧
波
人
海
員
と
日
華
紡
績

工
場
労
働
者
を
対
象
と
し
た
が
、
こ
の
両
者
は
熱
狂
的
運
動
の
拡
大

に
つ
な
が
ら
ず
、
共
産
党
か
ら
す
れ
ば
「
失
敗
」
し
た
運
動
で
あ
っ

た
。
同
党
は
香
港
海
員
ス
ト
ラ
イ
キ
の
上
海
に
お
け
る
再
演
を
試
み

4
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た
も
の
の
、
地
域
の
有
力
な
寧
波
人
紳
士
た
ち
が
、
青
幇
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
た
調
停
活
動
に
よ
っ
て
こ
れ
を
阻
止
し
た
。

　

次
に
衛
藤
君
は
、
一
九
二
五
年
二
月
ス
ト
ラ
イ
キ
の
実
行
機
関
で

あ
る
滬
西
工
友
倶
楽
部
が
、
失
業
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
紡
績
工
場

の
工
頭
ら
を
主
体
と
し
た
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
ス
ト
ラ
イ
キ

の
拡
大
が
主
と
し
て
「
打
廠
」
と
呼
ば
れ
る
暴
力
的
な
工
場
襲
撃
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に

お
け
る
積
極
的
参
加
者
は
男
工
で
あ
り
、
一
方
、
消
極
的
参
加
者
は
、

男
工
に
代
わ
っ
て
雇
用
さ
れ
た
女
工
を
主
体
と
し
て
い
た
。
衛
藤
君

の
み
る
と
こ
ろ
、
共
産
党
が
失
業
男
工
に
対
し
、
女
工
は
日
本
人
に

飼
い
慣
ら
さ
れ
た
奴
隷
労
働
者
で
あ
る
と
す
る
言
説
を
与
え
た
こ
と

に
よ
り
、
男
工
は
女
工
に
対
し
同
情
的
態
度
を
取
り
つ
つ
、
彼
女
た

ち
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
強
制
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
打
廠
」
は
元
傭
兵
に
し
て
元
港
湾
労
働
者
で
あ
る
、
紡
績

工
場
労
働
者
の
工
頭
が
指
導
し
た
も
の
で
あ
り
、
港
湾
労
働
者
間
の

武
力
紛
争
を
モ
デ
ル
に
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ゆ
え

に
こ
の
戦
略
は
、
死
傷
者
を
出
す
ほ
ど
暴
力
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
衛
藤
君
は
、
一
九
二
五
年
五
月
一
五
日
の
内
外
綿
第
七
工

場
の
労
働
者
・
顧
正
紅
の
死
亡
事
件
を
、
国
民
党
上
海
執
行
部
が
い

か
に
利
用
し
、
上
海
ス
ト
ラ
イ
キ
に
結
実
し
た
か
を
分
析
し
て
い
る
。

こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
顧
正
紅
事
件
を
利
用
し
た
学
生
動
員
か
ら
始

ま
っ
た
。
学
生
デ
モ
隊
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
人
警
官
の
発
砲
に
よ
っ

て
死
傷
者
が
出
た
後
、
上
海
総
工
会
や
工
商
学
連
合
会
に
よ
っ
て
労

働
者
、
学
生
、
商
工
業
者
が
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
と
動
員
さ
れ
た
。
衛
藤

君
に
よ
れ
ば
、
運
動
の
積
極
的
推
進
者
は
、
租
界
の
送
電
停
止
措
置

に
よ
っ
て
失
職
し
た
失
業
者
と
ヤ
ク
ザ
者
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
の
際
、

外
国
資
本
の
工
場
・
企
業
に
雇
わ
れ
て
い
た
労
働
者
は
、
暴
力
的
脅

迫
に
よ
っ
て
次
々
と
ス
ト
ラ
イ
キ
へ
の
参
加
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

　

ス
ト
ラ
イ
キ
労
働
者
の
生
活
は
、
当
初
、
各
種
の
義
援
金
や
比
較

的
制
度
化
さ
れ
た
手
段
（
済
安
会
の
設
立
）
を
通
じ
て
集
め
ら
れ
た

生
活
維
持
費
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ

に
参
加
す
る
労
働
者
の
増
加
に
伴
い
、
生
活
維
持
費
の
調
達
は
困
難

に
陥
っ
た
。
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
よ
り
収
奪
的
な
方
法
、
す
な
わ

ち
物
流
を
一
部
復
活
さ
せ
て
そ
こ
に
課
税
し
よ
う
と
す
る
試
み
や
、

顧
正
紅
の
死
に
対
す
る
賠
償
金
の
転
用
な
ど
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
工
会
と
糾
察
隊
は
、
労
働
者
の
頭
目
が
各
種

名
目
で
搾
取
を
行
う
手
段
と
な
っ
た
と
い
う
。
実
際
、
相
当
数
の
拉

致
、
脅
迫
、
暴
行
、
略
奪
が
、
上
海
ス
ト
ラ
イ
キ
中
に
発
生
し
て
い

た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
集
め
ら
れ
た
富
は
、
社
会
の
末
端
に
再
配
分
さ

れ
る
こ
と
な
く
浪
費
さ
れ
、
も
っ
と
も
貧
し
い
人
々
を
苦
境
に
陥
れ
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た
。
衛
藤
君
に
よ
れ
ば
、
こ
の
最
貧
困
層
が
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
た

と
き
、
略
奪
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
暴
動
が
噴
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
一
九
二
五
年
八
月
一
一
日
に
港
湾
労
働
者
に

よ
る
上
海
総
工
会
襲
撃
事
件
が
発
生
し
、
こ
れ
を
契
機
に
共
産
党
は
、

上
海
ス
ト
ラ
イ
キ
の
中
心
で
あ
っ
た
内
外
綿
工
場
ス
ト
ラ
イ
キ
の
終

了
を
宣
言
し
た
。

　

第
七
章
に
お
い
て
、
衛
藤
君
は
ま
ず
武
漢
の
労
働
運
動
を
め
ぐ
る

諸
環
境
を
検
討
し
、
次
に
武
漢
に
お
け
る
国
共
両
党
の
党
組
織
を
考

察
し
て
い
る
。
続
い
て
、
武
漢
に
お
け
る
国
共
両
党
に
よ
る
労
働
者

の
動
員
の
方
法
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

漢
口
は
開
港
後
、
周
辺
地
域
か
ら
多
く
の
流
動
人
口
を
引
き
つ
け
、

と
く
に
漢
口
租
界
の
周
囲
に
「
原
子
化
さ
れ
た
」
人
々
の
集
団
を
生

み
出
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
間
で
、
洪
幇
と
称
さ
れ
る
「
親

分
―
子
分
関
係
」
が
発
達
し
、
武
漢
の
ヤ
ク
ザ
社
会
の
基
盤
と
な
っ

た
。
衛
藤
君
は
ま
た
、
武
漢
地
域
の
重
要
な
不
安
定
要
因
と
し
て
、

武
漢
の
金
融
市
場
の
脆
弱
性
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
市
場
は
地
域

の
金
融
業
者
の
危
う
い
資
金
繰
り
の
う
え
に
拡
大
し
た
市
場
で
あ
り
、

武
漢
の
金
融
秩
序
は
、
商
人
・
金
融
業
者
と
政
治
・
軍
事
指
導
者
と

の
協
力
に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
保
た
れ
て
い
た
。

　

衛
藤
君
は
次
に
、
武
漢
地
域
に
お
け
る
国
共
両
党
の
党
組
織
と
各

労
働
者
団
体
の
関
係
、
お
よ
び
湖
北
全
省
工
団
連
合
会
の
指
導
者
の

党
派
的
背
景
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
両
党
は
、
共
産
党
と
の
関
わ

り
が
深
か
っ
た
漢
陽
鋼
鉄
廠
と
、
広
東
人
機
械
工
が
多
く
国
民
党
と

の
関
わ
り
が
深
か
っ
た
漢
陽
兵
工
廠
、
そ
し
て
二
大
鉄
道
で
あ
っ
た

粤
漢
鉄
路
と
京
漢
鉄
路
の
労
働
者
の
間
に
、
動
員
の
協
力
者
を
見
出

し
た
。
彼
ら
を
中
核
と
し
て
湖
北
全
省
工
団
連
合
会
が
成
立
し
、
同

会
は
武
漢
の
労
働
運
動
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。
だ
が
、
両
党
と
湖

北
全
省
工
団
連
合
会
が
一
九
二
三
年
二
月
に
計
画
し
た
京
漢
鉄
道
ス

ト
ラ
イ
キ
は
大
失
敗
に
終
わ
り
、
同
会
の
指
導
者
は
、
と
く
に
共
産

党
に
対
し
て
不
信
感
を
抱
い
た
。
同
党
に
不
信
感
を
抱
く
に
至
っ
た

彼
ら
は
、
広
東
機
器
工
会
派
と
結
ん
で
共
産
党
の
動
員
活
動
を
妨
害

す
る
よ
う
に
な
り
、
同
党
に
対
抗
す
る
工
会
組
織
を
作
ろ
う
と
試
み

た
。
そ
れ
ゆ
え
彼
ら
は
、
共
産
党
か
ら
「
工
賊
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

続
い
て
衛
藤
君
は
、
共
産
党
と
湖
北
全
省
工
団
連
合
会
の
元
指
導

者
た
ち
の
勢
力
争
い
の
結
末
、
お
よ
び
共
産
党
が
彼
ら
を
排
除
し
て

つ
く
り
あ
げ
た
湖
北
全
省
総
工
会
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
る
。

一
九
二
五
年
を
通
じ
て
、
武
漢
の
共
産
党
員
は
、
湖
北
全
省
工
団
連

合
会
関
係
者
と
対
立
を
深
め
た
。
武
漢
国
民
政
府
時
代
の
到
来
と
と

も
に
、
共
産
党
は
湖
北
全
省
総
工
会
を
設
立
す
る
と
、
そ
の
勢
い
を

利
用
し
、
か
つ
て
の
湖
北
全
省
工
団
連
合
会
関
係
者
を
処
刑
し
た
の

で
あ
っ
た
。
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第
八
章
に
お
い
て
、
衛
藤
君
は
国
共
両
党
に
よ
る
武
漢
労
働
者
の

動
員
を
検
討
し
て
い
る
。
一
九
二
二
年
の
粤
漢
鉄
道
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、

湖
北
全
省
工
団
連
合
会
設
立
の
直
接
的
契
機
と
な
っ
た
。
こ
の
ス
ト

ラ
イ
キ
の
背
景
に
は
広
東
人
鉄
道
労
働
者
集
団
と
天
津
人
職
員
集
団

の
対
立
が
あ
っ
た
。
岳
州
で
広
東
人
鉄
道
労
働
者
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に

立
ち
上
が
っ
た
後
、
軍
警
が
彼
ら
を
力
ず
く
で
排
除
し
た
こ
と
に

憤
っ
た
武
漢
の
有
力
な
労
働
者
集
団
が
、
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
支
援

す
る
運
動
を
展
開
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
運
動
は
武
漢
へ
と
飛
び
火

し
た
。
衛
藤
君
の
み
る
と
こ
ろ
、
そ
の
際
の
彼
ら
の
言
動
は
、
彼
ら

の
唱
え
る
「
正
義
」
に
同
調
し
な
い
者
を
皆
で
吊
し
上
げ
、
社
会
的

に
抹
殺
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
い
う
感
覚
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
っ
た
。

　

次
に
衛
藤
君
は
、
一
九
二
五
年
六
月
の
漢
口
港
湾
労
働
者
に
よ
る

イ
ギ
リ
ス
租
界
襲
撃
事
件
を
、
同
年
の
武
漢
に
お
け
る
政
治
を
左
右

し
た
事
件
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
武
漢
の
党
員
や
学
生
は
、
上
海
の

五
・
三
〇
事
件
に
刺
激
さ
れ
、
反
帝
国
主
義
の
言
説
を
武
漢
へ
積
極

的
に
拡
大
し
、
上
海
同
様
の
運
動
を
武
漢
で
も
展
開
し
よ
う
と
試
み

た
。
彼
ら
の
言
説
と
接
触
し
た
港
湾
労
働
者
た
ち
は
、「
敵
」
で
あ

る
外
国
人
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
た
「
わ
れ
わ
れ
」
の
メ
ン
ツ
を
、
自

ら
の
英
雄
的
行
為
に
よ
っ
て
回
復
す
る
と
い
う
物
語
を
自
ら
作
り
上

げ
、
租
界
襲
撃
に
及
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
衛
藤
君
の
見
解

で
は
、
こ
の
時
期
、「
敵
」
の
設
定
が
日
本
人
か
ら
イ
ギ
リ
ス
人
へ

と
一
斉
に
変
化
し
た
こ
と
か
ら
み
て
、「
敵
」
が
誰
で
あ
る
か
は
実

際
に
は
重
要
で
は
な
か
っ
た
。

　

続
い
て
衛
藤
君
は
、
一
九
二
六
年
か
ら
一
九
二
七
年
ま
で
の
武
漢

国
民
政
府
時
代
の
労
働
運
動
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
る
。
ま
ず
、

こ
の
運
動
の
経
済
的
背
景
と
し
て
、
一
九
二
六
年
前
半
か
ら
ハ
イ

パ
ー
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
脆
弱
な
武
漢
の
金
融
市
場
を
損
な
い
、

深
刻
な
市
場
縮
小
と
大
量
の
失
業
者
を
生
ん
で
い
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
一
九
二
六
年
末
に
国
民
党

の
北
伐
軍
が
呉
佩
孚
軍
を
武
漢
か
ら
追
い
出
し
、
国
共
両
党
が
動
員

を
行
う
と
、
武
漢
で
は
熱
狂
的
な
労
働
運
動
が
急
速
に
拡
大
し
た
。

そ
の
積
極
的
参
加
者
の
多
く
は
失
業
者
で
あ
り
、
一
方
、
消
極
的
参

加
者
は
雇
用
を
失
っ
て
は
い
な
い
が
外
部
か
ら
の
脅
迫
的
動
員
で
参

加
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
々
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ヤ
ク
ザ
者
が
工
会

幹
部
と
し
て
運
動
を
牛
耳
り
、
糾
察
隊
を
結
成
し
、
労
働
運
動
の
名

目
で
各
方
面
か
ら
搾
取
を
行
う
事
態
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
当
時
の
武
漢
に
は
無
職
の
遊
民
や
食
い
詰
め
た
兵
士
が
大

量
に
存
在
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
人
々
が
運
動
に
便
乗
し
収
奪
を

行
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
人
々
が
政
府
の
提
供
す
る
「
正

義
」
の
言
説
を
利
用
し
、
相
互
に
争
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
共
産
党
の
労
働
者
動
員
組
織
で
あ
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る
湖
北
全
省
総
工
会
は
、
独
自
の
軍
事
集
団
と
し
て
振
る
舞
っ
た
。

同
総
工
会
の
指
導
下
に
あ
る
各
工
会
、
糾
察
隊
、
労
働
童
子
団
な
ど

の
行
動
も
紀
律
が
乱
れ
て
お
り
、
そ
の
恣
意
的
な
暴
力
行
使
が
次
第

に
顕
著
と
な
っ
た
。

　

事
態
を
ほ
と
ん
ど
収
拾
で
き
な
か
っ
た
武
漢
国
民
政
府
は
、
一
九

二
七
年
五
月
に
生
じ
た
、
北
伐
軍
指
導
者
に
よ
る
二
つ
の
反
共
ク
ー

デ
タ
ー
を
黙
認
し
た
。
政
府
の
こ
の
よ
う
な
態
度
を
み
た
人
々
は
、

風
向
き
の
変
化
を
察
知
し
、
こ
れ
以
降
、
北
伐
軍
の
兵
士
が
工
会
を

占
拠
し
財
物
を
奪
う
動
き
が
相
次
い
だ
。
か
く
し
て
武
漢
国
民
政
府

時
代
の
労
働
運
動
は
急
速
に
勢
い
を
失
い
、
労
働
者
は
運
動
か
ら
離

れ
て
い
っ
た
。

　

終
章
に
お
い
て
、
衛
藤
君
は
事
例
検
討
の
結
果
得
ら
れ
た
知
見
を

要
約
し
た
う
え
、
広
東
、
上
海
、
武
漢
の
三
地
域
に
展
開
し
た
労
働

運
動
は
、
運
動
の
社
会
的
基
盤
と
思
想
的
基
盤
、
ま
た
運
動
の
発

生
・
拡
大
・
収
束
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
共
通
性
が
み
ら
れ
る
と
主

張
し
て
い
る
。

　

社
会
的
基
盤
と
は
、
独
身
男
性
を
主
体
と
す
る
失
業
人
口
層
で
あ

る
。
広
東
、
上
海
、
武
漢
の
三
地
域
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
後
に
港
湾
都

市
と
し
て
急
速
に
経
済
発
展
を
遂
げ
、
周
辺
地
域
か
ら
失
業
者
を
引

き
つ
け
て
い
た
。
こ
う
し
た
社
会
層
に
「
親
分
―
子
分
関
係
」
が
浸

透
し
、
地
域
の
ヤ
ク
ザ
社
会
の
基
盤
を
形
成
し
て
い
た
と
い
う
。

　

思
想
的
基
盤
は
、
匪
賊
的
な
「
正
義
」
た
る
「
殺
富
済
貧
」
の
思

想
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
富
者
を
殺
害
し
貧
者
を
救
え
ば
「
正
義
」
で

あ
る
と
す
る
観
念
を
根
底
に
も
つ
。
こ
の
種
の
「
正
義
」
の
言
説
は
、

一
方
に
お
い
て
「
敵
」
と
の
暴
力
的
闘
争
を
正
当
化
し
、
他
方
に
お

い
て
「
敵
」
か
ら
の
富
の
略
奪
を
正
当
化
す
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う

な
言
説
は
、
個
別
具
体
的
な
「
敵
」
に
対
す
る
英
雄
的
行
為
に
よ
っ

て
周
囲
の
評
判
を
得
よ
う
と
す
る
感
情
的
要
素
を
抱
え
込
ん
で
お
り
、

普
遍
的
な
信
念
や
価
値
体
系
を
欠
く
。
そ
の
た
め
「
敵
」
の
設
定
自

体
が
揺
れ
動
き
、
運
動
が
全
体
と
し
て
一
貫
性
を
失
い
や
す
い
と
い

う
。

　

運
動
の
発
生
は
、「
原
子
化
し
た
社
会
」
に
お
い
て
居
場
所
を
失

い
か
け
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
周
縁
的
立
場
に
あ
る
人
々
の
な
か
か

ら
、
積
極
的
参
加
者
が
現
れ
て
政
治
勢
力
と
協
力
関
係
を
結
び
、
消

極
的
参
加
者
を
脅
迫
的
手
段
で
動
員
し
た
こ
と
に
よ
る
。
積
極
的
参

加
者
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
学
生
お
よ
び
失
業
者
、
あ
る
い
は
周

縁
的
地
位
か
ら
上
層
社
会
へ
這
い
上
が
ろ
う
と
す
る
人
々
で
あ
っ
た
。

他
方
、
消
極
的
参
加
者
と
は
、
有
職
者
や
所
属
団
体
で
昇
進
の
見
込

み
が
あ
る
人
々
で
あ
っ
た
。

　

運
動
の
拡
大
は
、
暴
力
的
強
制
を
伴
う
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
っ
て
地

域
の
経
済
活
動
が
打
撃
を
受
け
、
市
場
が
縮
小
し
、
失
業
者
が
発
生

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
た
。
政
治
勢
力
の
計
画
し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
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失
業
者
を
吸
収
し
て
拡
大
し
、
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
広

範
囲
に
経
済
活
動
を
破
壊
す
る
と
い
う
悪
循
環
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

　

運
動
の
収
束
は
、
軍
警
の
弾
圧
を
契
機
と
し
て
い
た
。
三
地
域
に

お
い
て
生
じ
た
労
働
運
動
は
、
運
動
参
加
者
た
ち
の
目
的
が
バ
ラ
バ

ラ
で
、
求
心
性
を
欠
い
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
話
し
合
い
で
こ
れ
を

収
束
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
過
熱
し
た
運
動
を
、
再

び
無
関
心
の
相
に
シ
フ
ト
さ
せ
た
の
は
、
つ
ね
に
軍
や
警
察
の
暴
力

的
弾
圧
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
種
の
弾
圧
も
ま
た
、
運
動
の
合

理
性
を
低
下
さ
せ
、
投
機
性
を
増
大
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

と
い
う
の
も
、
軍
や
警
察
は
、
時
に
ま
っ
た
く
の
放
任
の
態
度
を
取

り
、
時
に
突
如
血
な
ま
ぐ
さ
い
弾
圧
を
行
う
と
い
う
具
合
で
あ
り
、

運
動
推
進
者
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
行
動
を
予
測
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

次
に
衛
藤
君
は
、
三
地
域
に
展
開
し
た
運
動
の
差
異
に
言
及
し
、

地
域
の
経
済
圏
の
安
定
度
と
地
域
政
権
の
性
質
の
違
い
が
運
動
の
差

異
を
も
た
ら
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。
三
地
域
の
う
ち
、
混
乱
が

も
っ
と
も
少
な
か
っ
た
の
は
、
も
っ
と
も
安
定
し
た
経
済
圏
を
も
ち
、

そ
の
軍
事
政
権
も
相
対
的
に
安
定
し
て
い
た
上
海
で
あ
っ
た
。
よ
り

社
会
的
混
乱
が
大
き
か
っ
た
広
東
で
は
、
そ
の
軍
事
政
権
が
頻
繁
な

交
代
を
繰
り
返
し
、
香
港
ド
ル
経
済
圏
と
連
動
す
る
広
州
金
融
市
場

も
、
広
東
に
勢
力
を
も
つ
軍
閥
の
紙
幣
乱
発
の
た
め
不
安
定
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
、
広
東
国
民
政
府
時
代
に
お
い
て
は
、
権
力
は
相
対
的

に
安
定
し
、
運
動
も
比
較
的
穏
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
社
会
的
混

乱
が
も
っ
と
も
は
な
は
だ
し
か
っ
た
武
漢
国
民
政
府
時
代
の
武
漢
で

は
、
金
融
市
場
の
経
済
活
動
が
大
き
く
損
な
わ
れ
、
ま
た
事
実
上
、

中
央
権
力
が
解
体
し
た
た
め
、
権
力
が
社
会
に
拡
散
す
る
事
態
が
生

じ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
社
会
に
暴
力
が
蔓
延
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

以
上
の
事
例
か
ら
、
衛
藤
君
は
、
当
時
の
中
国
に
お
け
る
「
原
子

化
し
た
社
会
」
が
、
欠
乏
ゆ
え
の
「
根
源
的
暴
力
」（
Ｈ
・
ア
レ
ン

ト
）
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
社
会
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
さ
ら

に
衛
藤
君
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
中
国
に
お
い
て
は
、
中
間
団
体
内
部

に
お
い
て
も
「
原
子
化
」
の
状
況
が
認
め
ら
れ
る
。
団
体
の
成
員
は

権
威
主
義
的
な
頭
目
に
服
従
し
、
団
体
内
部
の
人
間
関
係
は
、
上
位

者
が
下
位
者
か
ら
搾
取
す
る
こ
と
を
当
然
と
す
る
感
覚
に
基
づ
い
て

い
た
。
政
治
勢
力
の
動
員
に
積
極
的
に
応
じ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な

既
存
の
中
間
団
体
の
小
頭
目
た
ち
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
運
動
の
内
部

に
は
搾
取
構
造
が
再
生
産
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

最
後
に
衛
藤
君
は
、
こ
の
種
の
運
動
と
収
奪
的
な
権
威
主
義
体
制

と
の
親
和
性
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
原
子
化
し

た
社
会
」
は
相
互
不
信
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
公
的
な
る
政
治

の
概
念
を
欠
き
、「
敵
」
と
の
対
話
を
好
ま
ず
、
む
し
ろ
「
敵
」
を

暴
力
的
に
排
除
す
る
こ
と
を
好
む
の
で
あ
り
、
か
つ
資
源
の
欠
乏
の
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度
合
い
に
よ
っ
て
、「
敵
」
か
ら
搾
取
を
行
お
う
と
す
る
動
機
も
強

ま
る
よ
う
な
社
会
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
収
奪
的
な
権
威
主

義
体
制
と
親
和
性
を
も
つ
と
い
う
の
で
あ
る
。

評
価

　

本
論
文
は
よ
く
練
ら
れ
た
日
本
語
で
書
か
れ
、
論
旨
も
明
快
で
あ

る
。
こ
の
論
文
の
評
価
す
べ
き
点
と
し
て
、
と
く
に
以
下
の
三
つ
の

点
を
指
摘
で
き
る
。

　

第
一
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
中
国
に
お
け
る
労
働
運
動
の
歴
史
を
、

空
間
的
に
大
き
な
展
望
の
も
と
に
置
い
た
点
で
あ
る
。
こ
の
問
題
領

域
に
お
い
て
は
、
細
部
に
執
着
す
る
伝
統
的
な
中
国
史
家
の
態
度
、

お
よ
び
近
年
に
お
け
る
新
た
な
資
料
の
利
用
可
能
性
の
増
大
に
よ
っ

て
、
研
究
者
た
ち
は
比
較
的
狭
い
地
域
の
政
治
権
力
や
社
会
の
動
態

を
濃
密
に
描
き
出
す
こ
と
に
力
を
注
い
で
き
た
。
し
か
も
、
そ
の
よ

う
な
試
み
は
、
ほ
と
ん
ど
他
地
域
の
研
究
と
の
比
較
の
視
点
を
欠
い

た
ま
ま
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
が
、
中
国
近
現
代
史
の

研
究
を
新
た
な
段
階
に
引
き
上
げ
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

広
い
視
野
の
喪
失
と
引
き
換
え
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
衛
藤
君
の
研
究

は
、
異
な
る
研
究
者
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
て
き
た
異
な
る
地
理
的
空
間

を
積
極
的
に
結
合
す
る
（
そ
れ
ら
は
現
実
に
社
会
的
・
経
済
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
結
び
付
い
て
い
た
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
九
二

〇
年
代
に
お
け
る
中
国
の
複
数
の
地
域
で
展
開
さ
れ
た
労
働
運
動
に

共
通
す
る
諸
要
素
を
抽
出
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
大
衆
社
会
論
や

Ｅ
・
フ
ロ
ム
、
Ｈ
・
ア
レ
ン
ト
な
ど
の
提
示
す
る
知
見
と
接
合
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
広
い
視
野
と
比
較
の
視
点
を
回
復
し
よ
う
と
試
み

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
。

　

第
二
は
、
本
論
文
が
時
間
的
に
も
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
中

国
の
労
働
運
動
を
よ
り
大
き
な
展
望
の
も
と
に
置
い
た
点
で
あ
る
。

こ
の
論
文
は
一
九
二
〇
年
代
と
い
う
限
定
さ
れ
た
時
期
を
扱
い
な
が

ら
、
中
国
社
会
に
お
け
る
熱
狂
と
暴
力
の
拡
大
（
そ
し
て
突
然
の
無

気
力
状
態
へ
の
転
化
）、
人
々
の
動
員
さ
れ
や
す
さ
と
無
軌
道
ぶ
り

と
い
っ
た
そ
の
後
の
中
国
史
に
も
繰
り
返
さ
れ
る
政
治
的
・
社
会
的

現
象
へ
の
興
味
深
い
洞
察
を
含
ん
で
い
る
。
た
し
か
に
、
中
国
に
お

け
る
暴
力
を
伴
う
熱
狂
と
い
う
社
会
現
象
は
一
九
二
〇
年
代
に
の
み

発
生
し
た
の
で
は
な
く
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
む
し
ろ
そ
の
規
模

は
拡
大
し
、
深
刻
さ
は
深
ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
少
な
く

と
も
本
論
は
、
中
国
共
産
党
の
政
治
戦
略
に
お
け
る
民
衆
の
熱
狂
と

無
軌
道
な
暴
力
の
積
極
的
利
用
（
お
よ
び
同
党
に
よ
る
民
衆
の
統
御

の
失
敗
）
が
、
毛
沢
東
と
と
も
に
始
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以

前
の
同
党
の
戦
略
の
な
か
に
す
で
に
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
た
こ
と
を

示
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
衛
藤
君
は
、
の
ち
の
文
化
大
革
命
の
悲
劇

に
つ
な
が
る
諸
要
素
が
、
中
国
共
産
党
の
誕
生
直
後
か
ら
現
れ
て
い
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た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
は
、
本
論
文
が
非
常
に
広
範
か
つ
緻
密
な
資
料
の
検
討
に
基

づ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
衛
藤
君
は
北
京
の
社
会
科
学
院
近
代
史

研
究
所
、
武
漢
の
湖
北
省
档
案
館
お
よ
び
武
漢
市
档
案
館
、
広
州
の

広
東
省
档
案
館
お
よ
び
広
東
省
立
図
書
館
文
献
セ
ン
タ
ー
、
台
北
の

党
史
館
お
よ
び
国
家
図
書
館
、
香
港
中
文
大
学
図
書
館
、
米
国
の
ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
バ
ー
研
究
所
な
ど
に
足
を
運
び
、
興
味
深

い
資
料
を
数
多
く
発
掘
し
、
そ
れ
ら
を
巧
み
に
記
述
の
な
か
に
取
り

込
ん
で
い
る
。
と
り
わ
け
、
こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
少
な

か
っ
た
中
国
各
地
の
日
本
商
業
会
議
所
の
報
告
、
総
領
事
の
報
告
、

な
ら
び
に
外
国
人
に
よ
る
見
聞
録
を
積
極
的
に
利
用
し
、
そ
れ
ら
の

内
容
を
近
年
公
開
さ
れ
た
国
民
党
の
未
公
刊
公
文
書
お
よ
び
中
国
語

の
地
方
新
聞
と
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
実
証
性
を
よ
り
高
め
よ
う
と

し
て
い
る
姿
勢
は
高
く
評
価
で
き
る
。
当
時
の
広
東
、
上
海
、
武
漢

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
に
分
か
れ
る
労
働
者
た
ち
の
生
活
実
態

―
―
賃
金
か
ら
階
層
序
列
に
至
る
ま
で
、
ま
た
男
女
関
係
か
ら
他
の

集
団
に
対
す
る
襲
撃
の
仕
方
に
至
る
ま
で
―
―
に
関
す
る
記
述
も
、

そ
の
包
括
性
と
詳
細
さ
に
お
い
て
従
来
の
研
究
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
。

　

と
は
い
え
、
本
論
文
に
も
若
干
の
課
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

第
一
は
、
一
九
二
〇
年
代
中
国
に
お
け
る
「
原
子
化
さ
れ
た
社

会
」
を
生
み
出
し
、
そ
れ
を
持
続
さ
せ
た
諸
条
件
に
関
わ
る
も
の
で

あ
る
。
衛
藤
君
は
、
当
時
の
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
端
を

発
す
る
社
会
・
経
済
秩
序
の
崩
壊
の
な
か
で
大
量
に
析
出
し
た
食
い

詰
め
た
労
働
者
た
ち
の
経
済
状
況
、
社
会
心
理
学
的
な
状
態
、
お
よ

び
行
動
様
式
を
克
明
に
描
き
、
彼
ら
が
完
全
に
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た

状
態
で
は
な
く
、
あ
る
種
の
特
徴
を
備
え
た
集
団
に
よ
っ
て
捉
え
ら

れ
て
い
る
状
態
を
指
し
て
「
原
子
化
さ
れ
た
社
会
」
と
呼
ん
だ
。
そ

れ
ら
の
諸
集
団
は
「
親
分
―
子
分
関
係
」
を
内
部
的
特
徴
と
し
、
相

互
の
対
話
不
能
性
を
外
部
的
特
徴
と
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
衛
藤
君
は
慎
重
に
、
こ
の
よ
う
な
状
態
が
歴
史
的
に
形
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
永
遠
不
変
の
も
の
で
は
な
く
、
時
間
の
経
過
と

と
も
に
変
化
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
だ
が
、
他
方
で
衛
藤

君
は
、
熱
狂
と
暴
力
を
伴
う
社
会
的
混
乱
は
文
化
大
革
命
の
時
代
に

も
、
さ
ら
に
は
二
一
世
紀
の
反
日
デ
モ
に
お
い
て
も
観
察
し
う
る
と

指
摘
し
、
一
九
二
〇
年
代
の
「
原
子
化
さ
れ
た
社
会
」
が
強
力
な
持

続
性
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。
な
ら
ば
、
異
な

る
政
治
的
・
社
会
的
・
経
済
的
諸
条
件
に
お
い
て
も
現
れ
る
そ
の
よ

う
な
持
続
性
は
、
何
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
く
ら
か
の
示

唆
が
な
さ
れ
て
も
よ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
は
、
観
察
の
対
象
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
衛
藤
君
は
一
般

に
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
中
国
の
「
労
働
運
動
」
と
称
さ
れ
て
き
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た
も
の
の
な
か
で
、
革
命
勢
力
が
関
与
し
、
比
較
的
大
き
な
社
会
的

混
乱
に
導
い
た
事
例
を
広
範
囲
に
わ
た
り
網
羅
的
に
取
り
上
げ
て
い

る
。
だ
が
、
一
方
で
、
労
働
者
の
伝
統
的
ギ
ル
ド
組
織
が
行
っ
た
待

遇
改
善
を
目
的
と
す
る
抗
議
活
動
や
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス

帰
り
の
労
働
者
た
ち
が
起
こ
し
た
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
穏
健
な
労

働
運
動
は
視
野
の
外
に
置
か
れ
て
い
る
。
従
来
、
こ
の
問
題
領
域
に

挑
ん
だ
研
究
者
た
ち
が
、
比
較
的
狭
い
地
域
で
生
じ
た
特
定
の
運
動

の
分
析
に
特
化
し
て
き
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
衛
藤
君
の
取
り
上
げ

た
事
例
の
多
さ
は
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
。
と
は
い
え
、
当
時
の
中

国
で
生
じ
た
す
べ
て
の
「
労
働
運
動
」
が
熱
狂
と
暴
力
を
伴
っ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
事
実
に
も
注
意
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
過
激
な
運
動
と
穏
健
な
運
動
と
の
比
較
（
あ
る
い
は
後
者
か
ら

前
者
へ
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
転
換
過
程
の
検
討
）
を
通
じ
て
、
中

国
社
会
が
社
会
的
熱
狂
と
暴
力
の
罠
か
ら
抜
け
出
せ
る
諸
条
件
も
指

摘
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
読
み
方
に
よ
っ
て
は
、
衛
藤
君
の
議
論

が
ど
こ
か
悲
観
主
義
的
で
宿
命
論
的
な
響
き
を
も
っ
て
い
る
だ
け
に
、

そ
の
よ
う
な
可
能
性
も
指
摘
で
き
れ
ば
、
本
論
文
の
価
値
は
さ
ら
に

高
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
以
上
の
課
題
は
本
論
文
の
延
長
線
上
に
み
え
て
く
る

今
後
の
課
題
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
本
論
文
の
学
術
的
価
値
を
い
さ

さ
か
も
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
審
査
員
一
同
は
、
本
論

文
が
中
国
の
労
働
運
動
史
研
究
の
画
期
を
成
す
も
の
で
あ
る
と
の
確

信
か
ら
、
こ
こ
で
示
さ
れ
た
衛
藤
安
奈
君
の
業
績
が
博
士
（
法
学
）

（
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
値
す
る
学
識
を
示
し
た

内
容
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

二
〇
一
四
年
六
月
二
〇
日
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研
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科
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博
士　
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義
塾
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学
法
学
部
教
授
・　

横
手　

慎
二

法

学

研

究

科

委

員　
　
　
　
　
　

副
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慶
應
義
塾
大
学
名
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教
授
・　

山
田　
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雄

法

学

博

士　
　
　
　
　
　


